
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

 

 由良町の海岸美は、ここで暮らすものなら誰もが胸を張って誇れるものです。 

 この由良湾を中心とした景観は、今から２８０年ほど前に教専寺（阿戸）の九代目当主、智
ち

定
じょう

住職が漢詩をもって詠われています。これには、花鳥風月を詠われた箇所が十八ヶ所（由

良十八景）あり、当時も今と変わらずに素晴らしい景観を楽しめたことが窺え、さらにその父

親の西海
さいかい

老師がこれに一首ずつ短歌を副えています。 

詩を詠まれた時代は江戸の中期で飢饉や災害などが度々あり、人々は飢えに苦しみ、生きる

ことに精一杯の時代にありながら共に教養が高く、また風雅を楽しむことができるような環

境にあったと思われます。これらのことを紀伊由良史の一環「由良十八景」と題して、株式会

社「酒直」取締役会長で、「由良町誌編集委員会」の顧問をされておられた井原勲さん（故人）

が昭和６０年に上梓されています。 

○○八景という言葉は各地で度々聞くことがあります。これは、八景の元祖、中国の瀟 湘
しょうしょう

八景になぞられてつくられたものですが十八景は聞いたことがありません。なぜ、十八景にな

ったのかは不明で、本来なら八景にまとめようと思えますが、感じたままに詠んだものが十八

景になったのか作者の感性が感じられます。 

由良十八景の詩題は、１．阿戸の旅
りょ

船
せん

、２．網代の漁
ぎょ

舟
しゅう

、３．横浜の夕
せき

照
しょう

、４．鷲
わし

峰
みね

の晩鐘
ばんしょう

、

５．中洲
な か ず

の落雁
らくがん

、６．江ノ駒の梅
ばい

雪
せつ

、７．吹井の薄霧
は く む

、８．飛島
とびしま

の弧
こ

松
しょう

、９．笠山
かさやま

の白雲
はくうん

、

10．白崎の野猿
や え ん

、11．烟
けぶり

島
しま

の白波
は く は

、12．蟻
あり

島
しま

の秋月
しゅうげつ

、13．桜島の落花
ら っ か

、14．御崎
み さ き

の孤灯
こ と う

、

15．柏崎の夜
や

雨
う

、16．神谷崎の帰帆
き は ん

、17．方杭崎の晴嵐
せいらん

、18．大井の暮
ぼ

雪
せつ

で、この中には、

時の流れの中で姿を変えたものや失われたものなど当時の景観を偲ぶことができませんが、

この詩文により当時の有り様が目に浮かびます。紙面には事細かく注釈などが加えられ、ま

た、写真や書画も数多く掲載されたすばらしい作品だと思いますので、一度ご覧いただければ

と思います。冊子は中央公民館に備えています。 

由良町には、「由良十八景」を詠まれた時代や、遡れば「万葉」の時代から詩にも詠まれた

素晴らしい景観や自然が今も残っています。これを後世に残していくことが、現在由良町で暮

らす私たちの努めであり、故郷を離れて暮らす方々に思い起こしてもらえれば幸いです。 

 

由良町の景観について 

                        
 
 
 
 

 

                                         

～ 
り 

由良町公民館だより 
 2024 夏号 
令和 6 年 7 月 1 日 

 
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

【
一
般
書
】 

・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
傷 

 
 

 
 (

千
早 

茜 
) 

・
僕
た
ち
の
箱
根
駅
伝(

上
・
下) (

池
井
戸 

潤) 
 

 
 

 
 

 
 

・
も
う
明
日
が
待
っ
て
い
る (

鈴
木 
お
さ
む) 

・
対
決 

 
 

 
 

 
  

 
 

(

月
村 
了
衛) 

・
女
の
国
会 
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め
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と
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せ
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と
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✖
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【【 

７ 

月 

～ 

９ 

月
の
行
事
予
定
】 

由
良
町
中
央
公
民
館 

 

✱
山
野
草
展
示
会  

 
 

 

７ 

月 

６ 

日
（
土
） 

７ 

日
（
日
） 

 ✱
ふ
れ
あ
い
映
画
会 

 
 

 

８ 

月 

３ 

日
（
土
） 

 

✱
夏
休
み
子
ど
も
講
座  

 
 【【
報
告
】
由
良
町
中
央
公
民
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✱
山
野
草
展
示
会  
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月
20

日
（
土
）
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日
（
日
）
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開
催
さ
れ
ま
し
た
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＊
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
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月
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日(
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）
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ら 

 

５ 

月

5

日

(
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催
し
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来
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わ
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せ
て
い
ま
し
た
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ら
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小
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ラ
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時
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（
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毛
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で
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